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和歌山地理学会2006年2月例会・総会のお知らせ

和歌山地理学会2006年2月例会として，和歌山大学教育学部地理学教室の卒業論文・修士論文の発表会を以下の通り行います。また，2006年の総会をあわせて開催いたします。会員の皆様には，ぜひともご出席下さるようお願いいたします。

	日　　時：　2006年2月19日(日)

	受    付
発    表
総　　会
	13：00～

13：30～15：30

15：30～15：50

	会　　場：　和歌山市勤労者総合センター 4F 大会議室（Tel 073-433-1800）


＜発　表＞

[卒業論文]
 佐藤潤一：和歌山県におけるハザードマップの整備―地域性に着目して―
 山口美咲：岸和田だんじり祭における運営組織の地域性―旧市街地区の祭礼町に着目して―
[修士論文]

 矢野朋希：那賀郡における道しるべの分布とその地域的特徴

＜会場への交通＞

　和歌山バス「市役所前」より徒歩5分（4頁の地図参照）。自動車の場合，勤労者総合センターの駐車場には限りがありますので，満車のときは市役所地下の市営中央駐車場（有料）をご利用下さい。

〔発表要旨〕

和歌山県におけるハザードマップの整備―地域性に着目して―

佐藤 潤一

近年日本では災害が多発し，被災地で多くの人々の命が失われている。災害時，住民の避難を支援する地図が本研究で研究対象とするハザードマップである。本研究では，和歌山県におけるハザードマップの整備に関して，地域性に着目しつつ論じたものである。
本研究はⅤ章構成になっている。Ⅰ章では，ハザードマップについての説明を行い，ハザードマップの整備の根拠となっている法律等を災害別に紹介した。
Ⅱ章では，地質情報整備・活用機構のホームページで公開されているハザードマップのデータを元に一覧表を作成し，全国と和歌山県のインターネット上で公開されているハザードマップについて考察を行った。
Ⅲ章では，県下の市町村におけるハザードマップの現状を把握するために，和歌山県各市町村の地域防災担当者に宛ててアンケートを発送，回収，集計して表にした。その表から，和歌山県におけるハザードマップの分布を示す図を災害別に作成した。さらにアンケートの結果から，Ⅱ章で取りあげる地質情報整備・活用機構のデータが不正確であることを証明した。また，アンケート返却の際に同封していただいたハザードマップの評価を行った。そして，和歌山県の市町村におけるハザードマップ整備を，中核都市，中小都市，内陸部，沿岸部の4種類に類型化した。
Ⅳ章では，Ⅲ章の類型より選定した4つの自治体（和歌山市，有田市，高野口町，串本町）について，それぞれの地域防災担当者に対して行った聞き取り調査の結果を分析した。高野口町の聞き取り調査で不明な点が生じたため，国土交通省和歌山河川国道事務所にも聞き取り調査を行った。これらの聞き取り調査の結果，それぞれの地域におけるハザードマップの整備の中に，地域性を見出すことができた。
最後にⅤ章では，Ⅰ章からⅣ章までのまとめを行い，理想的なハザードマップとは何かについて検討し，理想的なハザードマップの作成のための5つの条件を提示した。
岸和田だんじり祭における運営組織の地域性―旧市街地区の祭礼町に着目して―

山口 美咲

全国的に有名な岸和田だんじり祭について，各だんじりを保有する町会と，だんじりを曳行する祭礼団体に焦点を当て，歴史と伝統，地域，人々の結びつきを考える。また，各町の地域性についても言及する。

岸和田市は大阪府南部の，堺市に次ぐ泉州地方の中心都市であり，江戸時代には5万3千石の城下町として栄えた。「だんじり」とは主に関西地方で使われる山車の呼び名の一つで，岸和田以外にも大阪府下，兵庫県や奈良県，和歌山県の一部の地域などでもみられる。岸和田市内に関しても，祭礼が9月に行われる地区と10月の地区があり，運営組織別に合計9つの地区に分かれている。本研究では，9月祭礼の春木地区と旧市街地区のうち，旧市街地区を取り上げる。現在の市域におけるだんじり祭は，城下町から始まり，浜や農村部へと広がっていった。

300年を超える歴史を持つ岸和田だんじり祭は，200年以上も前から「年番」と呼ばれる組織を最高機関に，町民主体で行われてきた。21台を数える旧市街地区のだんじりは，それぞれの町ごとに「世話人」「若頭」「組」「青年団」という祭礼団体を組織している。この祭礼団体には，町内外を問わず数百人が在籍しており，年間を通じて活動を続けている。ある町では，町内居住者は2割程度というところもあるが，この町では町人口の約8割に当たる規模の祭礼団体を作り上げている。高度経済成長期に人口が大幅に減少し，現在も減少傾向がみられる旧市街地区において，これほど多くの人々を集める要因についても考えたい。

那賀郡における道しるべの分布とその地域的特徴

矢野 朋希

筆者は先行研究のサーヴェイから，近世以降に建立された道しるべが，主たる研究対象とされてこなかった現状を指摘した。また，道しるべを調査した例は数多いが，その建立場所まで詳細に記述されたものは少ない。このような現状を踏まえた上で，本研究では和歌山県那賀郡にある道しるべ74基を対象に，その分布と特徴を明らかにしようとした。研究にあたり，道しるべを構成する要素として［地名］・［建立年］・［施主情報の有無］・［石質］・［形状］・［高さ］の6項目を設定し，要素についての分析と要素間の関係についての分析を行った。分析は，分布図から分布を捉えるとともに，χ2検定によって2要素間の関係を実証的に解明した。

地名要素以外の各要素を分析した結果，［地名］・［石質］以外の要素は，紀ノ川・貴志川に沿う主要な交通路とそれ以外の交通路において分布の特徴に差が出ることが明らかとなった。また［石質］要素については，那賀郡内で採石できる砂岩と緑泥片岩についてはその分布に特徴が見えたが，花崗岩は郡内で採石できないにも関わらず広く分布している傾向があることが明らかとなった。

各要素間の複合的分析の結果，［施主情報の有無］と［建立年］，［形状］と［施主情報の有無］，［高さ］と［石質］，［形状］と［石質］の4組において特徴を見いだした。この要素間の複合的分析は，先行研究で行われていなかった分析の視点であり，道しるべ研究の新しい可能性を指摘することができた。

［地名］要素を分析した結果，その分布からは交通の大まかな流れを推測することができた。そこから，先行研究において言われていた経路以外にも多くの経路が選択されていたことが明らかとなった。

道しるべの建立は個人の手によるものが多いため，建立にあたる文書はほとんど存在しない。しかしながら本研究を通して，道しるべが持つ様々な情報は分析に十分耐えうるものであることが明らかとなった。

彙　　報
◆2005年12月例会の報告
　2005年12月10日(土)～11日(日)に，熊野歴史研究会との共催で，新宮市春日教育集会所にて開催されました。10日に研究発表2件，11日に巡検が行われました。参加者は32名でした。

◆新入会員（2005年11月～2006年1月）

　杉山 範子

◆2006年会費について

　会費は3,000円となっています。同封の振込用紙にて納入いただきますようお願いいたします。

◆年報『和歌山地理』26号の投稿締切りは2006年9月末日です。投稿希望の方は，内容や分量などを，あらかじめ事務局までご連絡ください。

《会場付近の地図》
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